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①横側、脇 1 0 0 0 1 12 14
②そば、近く 11 20 7 1 8 118 165
③そば、近くにいる人 0 0 0 0 0 1 1
④道端 0 0 0 0 0 3 3
⑤片田舎 0 0 0 0 0 0 0
⑥～するのと並行して 7 2 1 0 4 54 68
⑦その一方で（副詞） 11 10 2 4 0 63 90
表 4　「かたわら」の意味別・文体別の用例数
口語 文語 計
①横側、脇 2 12 14
②そば、近く 80 85 165
③そば、近くにいる人 0 1 1
④道端 1 2 3
⑤片田舎 0 0 0
⑥～するのと並行して 35 33 68




























を格 に格 へ格 で格 から格 より格 の格
①横側、脇 8 2 4 0 0 0 0 0
②そば、近く 4 13 90 6 2 3 8 30
③そば、近くにいる人 0 0 1 0 0 0 0 0






なるので別として、存在の場所を表すものが 37 例で、動作の場所を表すものが 6 例あった。動作























































































1887 1888 1894 1909 1925 1895 1901 1909 1917 1925
過去形
シ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
シタ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
タルノ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
計 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 3
非過去形スル 0 0 1 1 2 1 2 3 6 8 24
スルノ 1 0 0 0 0 0 3 1 2 1 8
セントスル 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1























































全 92 例のうち、「―に」は 4 例、「―より」は 1 例であった。
　副詞用法の「かたわら」は、従属接続詞用法と同じく、「一方で」の意味を表す。この用法の「か
たわら」は助辞がつかない点で、はだか格を取った名詞用法と形式的に同じであるが、空間的な意
味を表さない点で、名詞用法から区別される。
　　23）　此者たるやアリザリンに反して甚だ酸化し難し然れども其組成を比較すれば其差異は以
て酸素の二原子寡きのみ又アリザリンの性質を熟視すれば其酸素二原子は傍ラ水素と抱
合しハイドロオキシル（ＨＯ）となつて現在すること明瞭なり（『東洋学芸雑誌』12「有
機物の合成（二）」松井直吉 1882 文語）
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　副詞用法の「かたわら」には、従属接続詞に似た働きをするものもある。それは、中止節の後に置
かれるものである。このようなものが 68 例あった。
　　24）　身を以て實行を躰し、事業を以て、無聲の宣傳を爲さんと欲し、密かに全村教育の慨あり。
則はち、屋外に札を懸けて、無月謝教授を廣告す。主として、貧兒を教え、傍ら村人の
爲めに、書状を認ため、もしくは、其の顧問に應ぜんとする也。（『女学雑誌』6「望月峯
吉君」巌本善治 1895 文語）
　　25）　私は是迄人に向つて此事を何遍申したか知れませんが、此度「太陽」編輯者から寄書の
需めを受けましたから、此一篇を草して其責を塞ぎ、傍ら同一事を操り返し言ふ煩を省
く事と致しました。（『太陽』9「石器時代遺跡の實践は人類學上如何なる利益有りや」坪
井正五郎 1895 口語）
　これは、従属接続詞を副詞として独立させたような用法である。たとえば最初の例は、従属接続
詞に転換し、「主として、貧兒を教える傍ら、村人の爲めに、書状を認ため、もしくは、其の顧問
に應ぜんとする也。」と書き換えることもできる。
　「―に」の形のものは、「並行して」といった時間的な意味を表す。
　　26）　若し初より良法の之を正道に導びくありて又傍らに道徳の訓誨の之に及ぶあらば庶幾く
は泰西の覆轍を踏まずして止まん歟（『国民之友』19「議員撰擧の弊害預防説」東京の一
市民 1888 文語）
　　27）　そそれから以前に大勢派出された修業生と一緒になツて稽古を始め、英學は無論傍らに
やるし、醫科に付いてはマンスフェルド（和蘭人）といふ人が講釋をして呉れる。（『太陽』
2「青年時代の苦學（下）」芳川顕正 1901 口語）
　「―より」の形のものは、動作の連鎖を表す。意味的には現代語の「そばから」に等しいが、現
代語の「そばから」は「教わるそばから忘れてしまう」のように従属接続詞として使用されるのに
対して、近代語コーパスには副詞用法しか見られなかった。
　　28）　然れども此の書や著者が日毎に改進新聞紙上に掲載し所謂る「塵事の中心に居て机邊山
を爲す執務の間に一時間を費やさずして起草し傍らより刷行したるもの」を編成したる
ならんことを知れば、吾人は實に著者の筆力の縱横にして、才藻に富むに感心するの外
なきなり、（『国民之友』7「新刊小説」＊ 1887 文語）
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5.　おわりに
　本稿での考察を通じて、近代語における「かたわら」の文法化の状況について、以下のようなこ
とが明らかになった。
①近代では、名詞用法が全体の約 54%を占める。当時は実質語としての使用がまだ衰えていない。
動詞述語をうけ、従属接続詞化して使われるものは全体の約 11%に留まる。また、現代語に
はない副詞用法が全体の約 26％を占めるなど、用法の分布が現代語とは大きく異なる。
②近代語において、現代語と同様の従属接続詞用法は完全に成立しているといえる。特に、「主
な活動・作業以外の空いた時間に、一方で」という意味を表す用法と同じものが近代語コーパ
スにも数多く見られる。
③ただし、「母が編み物をするかたわらで、女の子は折り紙をして遊んでいた。」のような空間的
な意味を残した従属接続詞の用例は見つからなかった。これについては、他の資料も調査する
必要がある。
④その一方で、「主な活動・作業以外の空いた時間に、一方で」という意味を表す用法以外にも、
二つの状況を対比的に捉える用法が広く見られる。後者の用法では、動詞の過去形が見られた
り、主節と従属節が異主体になったりする。現代語なら「一方で」を用いるようなところに「か
たわら」が用いられていたと考えられる。
⑤現代語においては、名詞用法・副詞用法・従属接続詞用法のすべてが近代語に比べて衰退して
いるといえる。従属接続詞用法では、用法が狭い範囲に固定化し、また空間的な意味を残す用
法へと逆行してもいる（③）。「かたわら」の衰退には、文体的な問題と「一方」との役割分担
の進行が関係していると見られる。
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